
兼 第１５回 楽暮プロジェクト・セミナー

９月２日（日）

仙台高等専門学校 広瀬キャンパス ICTメディア室（11-301）

誰もが 楽しく／楽に 暮らせる社会を目指して

第２回 重度肢体不自由児のための
ICTを活用したコミュニケーション支援講座

（第１部）10:00～12:30
（第２部）13:30～15:30

第１部（10:00～12:30）：講演・支援システム紹介

重度肢体不自由児の
コミュニケーション発達支援の理論と実践

～ 地域で育ち、地域で暮らす ～

佐々木千穂（熊本保健科学大学 准教授・言語聴覚士）

重度肢体不自由児のコミュニケーション
発達支援システムの紹介

仙台高等専門学校 竹島研究室
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（編著書）
・SMAⅠ型児のコミュニケーション支援の手引き
・医療的ケアの必要な重度障害児のためのコミュ

ニケーション支援の手引き～SMAⅠ型を中心に
～＜支援者向け＞

※いずれもSMA家族の会HPで公開中

第２部（13:30～15:30）：事例検討会

タブレット端末と操作スイッチを使用したコミュニケーション支援の講座。
特に重度肢体不自由児の前言語期のコミュニケーション発達支援が話題の中心となります。

重度肢体不自由児を中心としたコミュニケーション発達支援に関する事例（2例程度）
について、講師とみなさんで支援方法などを検討します。

意思伝達装置が使えるようになるために必要な、スイッチ操作獲得・
文字学習等を支援するためのシステムを紹介します。タブレット端
末・パソコンのWebブラウザから利用します。

【申し込み方法】「こくちーず」で →（右のQRコード）
電子メールで → rabo_event@yahoo.co.jp
FAXで（用紙あり） → 0228-25-4461
以下についてご記入ください。
・お名前・所属・連絡先（電子メールまたは電話番号）
・参加希望：第１部のみ／第２部のみ／両方

【申し込み期限】8月2６日（日） ※当日参加も可能です。

【参加資格】興味のある方ならどなたで
も参加可能です。

主催：仙台高等専門学校
楽暮プロジェクト

共催：熊本保健科学大学 地域包括連携
医療教育センター「ちいき楽暮」

※いずれかのみの参加も可能

100分

参加費
無料

40分

講師は多数の脊髄性筋委縮症（SMA）Ⅰ型児のコ
ミュニケーション支援を実践されています。講演で
は、先生の実践方法とそれを支える理論、さらに、
支援を成功に導くためのポイント等について話して
頂きます。

〒989-3128 仙台市青葉区愛子中央4-16-1 ※駐車可能です。


